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丹野：ストレスチェック投資を活用した実践的経営戦略とその投資効果について 


















































































































































































年 2010 2011 2012 
全体売上 297,500,950 364,784,200 606,702,950 
（単位・円） 
関西福祉科学大学EAP研究所紀要第11号 
 － 10 －
 離職率は2009 17％ 2010 7％ 2011 
0％ 2012 6％。本来、業務負担が増える
2011年度末退職は増加するべきところ、むし
ろ減少した。 
Ⅶ．実践的戦略 
１．トップコミットメント：365リハビリは
医療の質向上と経営上とても重要であると、
経営トップと医療責任者が表明し続けた 
２．コミュニケーション：医学的エヴィデン
スや顧客価値向上に関するコミュニケーシ
ョンをハイズ株式会社の医師でMBA裴先
生へ委託した。 
３．諸手当を改正した 
４．ストレスチェックと個別対応：株式会社
ロブへ委託し悪化した従業員と1対1面談
を実施した 
５．6歳未満の子を持つ親へのシフト上の配
慮をした 
６．頻回なるミーティングもハイズへ委託した 
７．自発的学習組織への発展のため、ハイズ
株式会社とリハビリ部で共同研究や学習を
始めた。要約すると、ストレスやモティベ
ーションはコミュニケーションと状態把握
が重要であることは周知の事実である。経
営学的には成果は前述したとおりの成果を
狙い、投下した資本はコミュニケーション
と状態把握である。ユニークな点はコミュ
ニケーションを外注した点にある。多くの
経営者は自らをコミュニケーションが得意
で自らできると過信している例も散見する
が、コミュニケーションもプロの登用が成
果を狙いやすい。 
Ⅷ．まとめ 
 従業員1000名分のデータを8年間取ってき
た中から最も本稿の趣旨にあったデータのみ
を抽出した。実際の経営現場では悪化一直線
という部門もあり「対策」もそれぞれ講じて
きたことも併せて告白する。これまでの投資
金額が約４千万円で、その投資効果は本稿以
外のケースでも十分リターンを得てきたつも
りである。筆者が経営する組織も集団ストレ
スデータも決して世の中全般に誇れるもので
はない。決して英雄気取りするつもりは毛頭
ない。実際は極めて地味でコツコツ細々と実
施してきた。悲嘆するデータもあった。改善
効果も全くでないケースもあった。ところが
8年間の地道な定点調査と「投資」マインド
を持ち続け実践してきた活動の中で、砂漠の
中のダイヤモンドを探し当てたかのような、
奇跡的事例に出会うこともあった。これが数
少ない本稿のケースである。これからの30年
「投資」マインドを持って継続していく勇気
や希望を与えてくれる事例であった。働く職
員のストレス・メンタル犠牲の上に成立する
経済的利益追求は平時の戦略としてあっては
ならない。一方で働く職員のメンタルヘルス
やストレス問題を過剰に恐れ経済的利益を逸
することも回避すべき経営戦略である。昨今
のトレンドは後者に傾いているように感じる
のは筆者だけではないだろう。メンタルヘル
スとストレスに対する企業の果たすべき社会
的責務は拡大していくべきである。暗いニュ
ースを見るたびに「対策」というマインドに
なってしまう経営者や人事担当者、専門研究
されている方々へこんな事例もあることを紹
介したかった。それらの方々が少しでも明る
くポジティブに「対策」ではなく、「投資」マ
インドを持ってくださることにより社会全体
が少しでもポジティブになることを願ってこ
の調査結果を発表した。 
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